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女子学生の季節別色彩嗜好に関する傾向分析

○庄山茂子゛　青木辿佳゛　今岡春樹“

（゛長崎県立女短大，　末*奈良女大生活環境）

C(社)0本家政学会

【目的】自然界の樹木や草花は，四季折々にその色彩が移り変わり季節の訪れを知らせて
くれる。　しかし，今日の豊かな住環境や食生活のなかでは季節感というものが次第に失わ

れつつある。本研究では，色彩嗜好と服装の色彩嗜好が季節の影響をどのように受容して

いるか調査することを目的とし，女子学生に四季を通して同内容の色彩調査を実施し，比
較考察した。

【方法】同一女子学生7 6 名を対象に19 9 4年4, 7，11月，19 9 5年１月に質問
紙法による而接調査を実施した。調査に川いたカラーチャートはJ I S色票7 5 色である。
'i'i問項目は，快い色,不快な色,今の季節を感じる色，好きな色，嫌いな色,服装にとり

いれたい色である。それぞれのイメージについては, 2 0対の形容詞を川いSD法による
５段階尺度で評定を求めた。分析は，単純集計，クロス集計，囚子分析の手法を用いた。

　【結果】①四季を通して快い色については１位に白，不快な色については１位にビビッド

のバイオレットをあげ季節間の有意差は認められなかった。②今の季節を感じる色につい

ては，春はベールトーン，夏はビビッド，ライトトーン，秋はディープ，ダルトーン，冬

はダーク，ライトグレイッシュトーンをあげ季節間の差異が認めらた。③好きな色,嫌い
な色，服装にとりいれたい色について，季節一色相，季節－トーンのクロス集計の結果，

好きな色，服装にしたい色について季節一トーン間に差異がやや認められた。④好きな色,
嫌いな色のイメージについての季m閥の有意差は認められないが，服装にとりいれたい色

についてのイメージプロフィールおよび因子分析の結果季節間に差異がやや認められた。

2Ea－2 衣服における色の共感覚効果の検証
○川端澄子’後藤紫穏子一　福井典代“’藤原康晴“
（･梅花短大、　一県立土佐山田高、・一鳴門教育大）

　目的　色は、色そのものによる感覚刺激のほかに、寒暖、重さ、距離、大きさなどの感覚
にも影響する。色による本来の感覚以外の感覚に作用するこの現象は、共惑覚効果として色
彩学の分野ではいくつかの実験によつて明らかにされている。用いられているほとんどの衣
服が着色されているので、衣服においても、これらの共惑覚効果が存在するならぱ、その衣
服を着ている人の休型評価に作用するため、衣服の分野でも無視できない現象である。本研
究では、見かけの重量感、安定感を種々の色相、明度に着色した円形、ワンピ―ス・ドレ
ス、ツ―ピ―ス・ドレスを用いて測定した。
　方法　見かけの重量感を測定する実験は、５種の色相および明度の異なる５種のブル―に
着色した円形とワンピ―スを用い、見かけの安定惑を測定する実験は、明度の異なる５種の
プル－、明度の異なつた無彩色に着色した円形とツ―ピースを用いて行つた。円形の場合は
円全体を均一に着色したが、衣服はできるだけ実際に近い状態のものを提示したいため、グ
ラデ‐シヨンをつけて着色した。見かけの重量感は、認知する重さ感覚「重々しい／軽快
な」にしたがつて順位づけを行い、見かけの安定感は、認知する安定感覚r安定した／不安
定な」にしたがつて順位づけを行つた。測定結果は順位グラフ表現法を用いて表した。

　結果　「重々しい／軽快な」にしたがつて順位づけした見かけの重量感は円形、衣服とも
に明度の低いものが「重々しい」側か
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